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(57)【要約】
【課題】消費電力を抑え、薄型化を図ることができるタ
ッチパネル装置を提供する。
【解決手段】タッチパネル装置４０は、互いに電気的に
分離した複数のパターン１２（１２ａ－１２ｌ）を有す
る第１基板１０と、複数のパターン１２と対向配置され
る、互いに電気的に分離した複数のパターン２２（２２
ａ－２２ｌ）を有する第２基板２０と、複数のパターン
１２の１つが対向する前記複数のパターン２２の１つと
接触するまで休止状態になり、複数のパターン１２の１
つが対向する複数のパターン２２の１つと接触した場合
に、入力位置の検出を開始する制御回路４４とを備える
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに電気的に分離した複数の第１パターンを有する第１基板と、
　前記複数の第１パターンと対向配置される、互いに電気的に分離した複数の第２パター
ンを有する第２基板と、
　前記複数の第１パターンの１つが対向する前記複数の第２パターンの１つと接触するま
で休止状態になり、前記複数の第１パターンの１つが対向する前記複数の第２パターンの
１つと接触した場合に、入力位置の検出を開始する制御手段と
を備えることを特徴とするタッチパネル装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記複数の第１パターンの１つ及びこれと対向配置される前記複数の第２パターンの１
つに同一の駆動信号を印加する駆動手段と、
　前記駆動信号が印加された第１パターンに隣接する他の第１パターン及び前記駆動信号
が印加された第２パターンに隣接する他の第２パターンからの信号を検出する検出手段と
を備え、
　前記駆動信号が印加される第１パターン及び第２パターン並びに前記信号を検出する他
の第１パターン及び他の第２パターンを順次切り替えて、前記入力位置を検出することを
特徴とする請求項１に記載のタッチパネル装置。
【請求項３】
　前記タッチパネル装置は、
　前記複数の第１パターンと接続され、前記制御手段からの制御に応じて、前記複数の第
１パターンの接続先を電源、前記駆動手段あるいは前記検出手段に切り替える第１スイッ
チと、
　前記複数の第１パターンの１つと対向する前記複数の第２パターンの１つと接続され、
前記制御手段からの制御に応じて前記複数の第２パターンの接続先を前記電源、前記駆動
手段あるいは前記検出手段に切り替える第２スイッチと
を備えることを特徴とする請求項２に記載のタッチパネル装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、互いに対向する前記第１パターンと前記第２パターンとの接触を割込
信号として検出する割込手段を備えることを特徴とする請求項３に記載のタッチパネル装
置。
【請求項５】
　前記制御手段は、互いに対向する第１パターンと第２パターンとが接触するまで、前記
第１パターン及び前記第２パターンの一方の接続先が前記電源に、他方が前記割込手段に
なるように前記第１スイッチ及び前記第２スイッチを制御することを特徴とする請求項４
に記載のタッチパネル装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、互いに対向する第１パターンと第２パターンとが接触した場合に、前
記第１パターンの接続先及び前記第２パターンの接続先が前記駆動手段になるように前記
第１スイッチ及び前記第２スイッチを制御し、前記駆動信号が印加された第１パターン及
び前記駆動信号が印加された第２パターンとそれぞれ隣接する第１パターンの接続先及び
第２パターンの接続先が前記検出手段になるように前記第１スイッチ及び前記第２スイッ
チを制御することを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載のタッチパネル装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、入力面の押圧を検出するための圧力センサと、入力面における接触位置を検
出するための静電容量式タッチパネルとを備える表示装置が知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　静電容量式タッチパネルでは、タッチパネル上に複数のパターンを形成し、タッチパネ
ル上の指を検出するために１つのパターンに信号を印加し、信号が印加されたパターン周
辺のパターンからの信号を検出回路で検出するものがある。このようなタッチパネルでは
、信号を印加するパターンと、検出するパターンとを順次変更する（スキャンする）必要
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２０１１／１２２３４６号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、静電容量式のタッチパネルでは、信号を印加するパターンと信号を検出
するパターンとを順次スキャンするので、制御回路がパターンを切り替えるプログラムを
常時実行する必要があり、タッチパネルの消費電力が大きいという課題がある。
【０００６】
　また、特許文献１の技術では、静電容量式タッチパネルの内部で且つ静電容量式タッチ
パネルの外周に設けられたシール材の下に圧力センサを配置する必要があるため、タッチ
パネルの薄型化が図れないという課題がある。
【０００７】
　本発明は、消費電力を抑え、薄型化を図ることができるタッチパネル装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、明細書に開示されたタッチパネル装置は、互いに電気的に分
離した複数の第１パターンを有する第１基板と、前記複数の第１パターンと対向配置され
る、互いに電気的に分離した複数の第２パターンを有する第２基板と、前記複数の第１パ
ターンの１つが対向する前記複数の第２パターンの１つと接触するまで休止状態になり、
前記複数の第１パターンの１つが対向する前記複数の第２パターンの１つと接触した場合
に、入力位置の検出を開始する制御手段とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のタッチパネル装置によれば、消費電力を抑え、薄型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態に係るタッチパネル装置に含まれるタッチパネルの断面図である。
【図２】本実施の形態に係るタッチパネル装置に含まれるタッチパネルの斜視図である。
【図３】本実施の形態に係るタッチパネル装置の構成図である。
【図４】（Ａ），（Ｂ）は、パルス信号が印加されるパターンと、当該パターンに隣接す
る信号レベル検出用の別のパターンとの配置関係を示す図である。
【図５】（Ａ），（Ｂ）は、タッチパネルを休止状態に移行する際の制御回路の処理を説
明する図である。
【図６】制御回路の処理を示すフローチャートである。
【図７】（Ａ），（Ｂ）は、分離されたパターンの形状の変形例を示す図である。
【図８】本実施の形態に係るタッチパネル装置の変形例の構成図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態を説明する。
【００１２】
　図１は、本実施の形態に係るタッチパネル装置に含まれるタッチパネルの断面図である
。図２は、本実施の形態に係るタッチパネル装置に含まれるタッチパネルの斜視図である
。以下の説明では、「タッチパネル」とは、互いに導電膜が形成された基板同士を組み合
わせた「パネル」の部分を、「タッチパネル装置」とは、「タッチパネル」と位置検出な
どの処理を行う制御回路などとを組み合わせた装置を指すものとする。
【００１３】
　図１に示すように、タッチパネル１は、可撓性を有する第１基板１０と、第２基板２０
とを備えている。第１基板１０は、例えばＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）で構成
され、第２基板２０はガラスで構成されている。第１基板１０の下面には、ＩＴＯ（Indi
um Tin Oxide）で構成される第１導電膜１１が設けられている。第２基板２０の上面には
、ＩＴＯで構成される第２導電膜２１が設けられている。第１導電膜１１及び第２導電膜
２１はそれぞれ複数のパターン１２、２２に電気的に分離されている。図２の例では、パ
ターン１２及び２２の各々の形状は正方形であるが、これに限定されるものではない。ま
た、図１では各パターン１２と各パターン２２のサイズは同一であり、タッチパネル１を
上からみたときに、パターン１２の位置と、これに対向するパターン２２の位置は同一で
ある。
【００１４】
　第２基板２０の上面には、絶縁体で構成されるスペーサ３１及び支持部３２が設けられ
ている。支持部３２は第１基板１０及び第２基板２０の間に固定され、第１基板１０及び
第２基板２０の外周に配置されている。
【００１５】
　スペーサ３１は、第１基板１０のパターン１２（即ち第１導電膜１１）が設けられてい
ない部分と対向する位置に配置されている。第１基板１０が押下されていない時には、ス
ペーサ３１により第２基板２０は第１基板１０から離れている。第１基板が押下されてい
る時には、第１基板１０が屈曲し、パターン１２がパターン２２（即ち第２導電膜２１）
と接触する。スペーサ３１は、図２に示すように、Ｘ方向に隣接するパターン２２の間の
領域３３とＹ方向に隣接するパターン２２の間の領域３４との交点上に形成されている。
【００１６】
　図２に示すように、第１基板１０の一端には、第１基板１０を外部回路に接続するため
の第１外部接続部１５が設けられている。第１外部接続部１５上には、複数の第１電極１
４が形成されており、複数の第１電極１４は複数の引き出し線１３のいずれかを介して複
数のパターン１２のいずれかそれぞれ接続されている。また、複数の第１電極１４は、後
述するスイッチ回路にそれぞれ接続されている。
【００１７】
　第２基板２０の一端には、第２基板２０を外部回路に接続するための第２外部接続部２
５が設けられている。第２外部接続部２５上には、複数の第２電極２４が形成されており
、複数の第２電極２４は複数の引き出し線２３のいずれかを介して複数のパターン２２の
いずれかにそれぞれ接続されている。また、複数の第２電極２４は、後述するスイッチ回
路にそれぞれ接続されている。
【００１８】
　図３は、本実施の形態に係るタッチパネル装置の構成図である。タッチパネル装置４０
は、タッチパネル１、スイッチ回路４１（第１スイッチ）、スイッチ回路４２（第２スイ
ッチ）、電源４３、及び制御回路４４（制御手段）を備えている。制御回路４４は、スイ
ッチ回路４１及びスイッチ回路４２の動作を制御し、駆動回路５１（駆動手段）、割込回
路５２（割込手段）及び検出回路５３（検出手段）を備えている。
【００１９】
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　スイッチ回路４１は、第１電極１４を介して第１基板１０の複数のパターン１２のそれ
ぞれに接続されている。スイッチ回路４１は、第１基板１０の第１電極１４、言い換える
と各パターン１２の接続先を電源４３、駆動回路５１、割込回路５２及び検出回路５３の
いずれか１つに切り替える。また、スイッチ回路４２は、第２電極２４を介して第２基板
２０の複数のパターン２２のそれぞれに接続されている。スイッチ回路４２は、第２基板
２０の第２電極２４、言い換えると各パターン２２の接続先を電源４３、駆動回路５４、
割込回路５５及び検出回路５６のいずれか１つに切り替える。
【００２０】
　電源４３は、制御回路４４に電圧を供給する。また、電源４３は、スイッチ回路４１を
介して電圧をパターン１２に印加する、又はスイッチ回路４２を介して電圧をパターン２
２に印加する。この電圧は、パターン１２とパターン２２との接触による割込信号の入力
のために利用される。例えば、スイッチ回路４１が電源４３をパターン１２に接続する場
合、スイッチ回路４２は割込回路５２をパターン２２に接続する。これにより、パターン
１２がパターン２２と接触した場合に、割込信号（例えば、電源からの電圧）が割込回路
５２に入力される。
【００２１】
　駆動回路５１は、入力位置の検出用のパルス信号をパターン１２に出力する。同様に、
駆動回路５１は、入力位置の検出用のパルス信号をパターン２２に出力する。
【００２２】
　検出回路５３は、入力位置の検出用のパルス信号が入力するパターン１２と隣接する別
のパターン１２にかかる信号レベル（具体的には電圧値）を検出する。同様に、検出回路
５３は、入力位置の検出用のパルス信号が入力するパターン２２と隣接する別のパターン
２２にかかる信号レベルを検出する。
【００２３】
　駆動回路５１に接続されるパターン１２と隣接する別のパターン１２との間には、パル
ス信号の入力によって電界が発生する。ユーザの指が、駆動回路５１に接続されパルス信
号が入力しているパターン１２に接近していない場合、発生した電界は指によって影響を
受けないため、検出回路５３で検出される信号レベルは低下しない。一方、ユーザの指が
、駆動回路５１に接続されパルス信号が入力しているパターン１２に接近した場合、ユー
ザの指と駆動回路５１に接続されているパターン１２との間に電界が発生し、駆動回路５
１に接続されているパターン１２と隣接する別のパターン１２との間の電界は減少する。
この電界の減少により、検出回路５３で検出される信号レベルが低下するので、検出回路
５３は入力位置を検出することができる。同様に、駆動回路５１に接続されるパターン２
２と隣接する別のパターン２２との間との間の電界の減少によって、検出回路５３は入力
位置を検出することができる。
【００２４】
　割込回路５２は、割込信号を検出する。具体的には、スイッチ回路４２が電源４３を接
続したパターン２２と、スイッチ回路４１が割込回路５２を接続したパターン１２とが接
触した場合に、割込回路５２は、パターン２２とパターン１２との間に流れる電流を割込
信号として検出する。または、スイッチ回路４１が電源４３を接続したパターン１２と、
スイッチ回路４２が割込回路５２を接続したパターン２２とが接触した場合に、割込回路
５２は、割込信号を検出する。
【００２５】
　図４（Ａ），（Ｂ）は、パルス信号が印加されるパターンと、当該パターンに隣接する
信号レベル検出用の別のパターンとの配置関係を示す図である。図４（Ａ），（Ｂ）にお
いて、実線の矢印はパルス信号を印加するパターンの遷移状態を示し、点線の矢印は、信
号を検出するパターンの遷移状態を示す。
【００２６】
　第１基板１０は、複数のパターン１２ａ－１２ｌを備えている。第２基板２０は、複数
のパターン２２ａ－２２ｌを備えている。複数のパターン１２ａ－１２ｌ及び複数のパタ
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ーン２２ａ－２２ｌは、同一の形状及び同一の大きさ（面積）を有する。そして、第１基
板１０が第２基板２０上に配置されるときには、複数のパターン１２ａ－１２ｌは複数の
パターン２２ａ－２２ｌ上に配置される、つまり、複数のパターン１２ａ－１２ｌは空隙
を介して複数のパターン２２ａ－２２ｌにそれぞれ対向する。
【００２７】
　また、上下に対向配置されるパターン同士、つまり水平面（Ｘ－Ｙ平面）方向において
同一位置に配置されるパターン１２及び２２は、スイッチ回路４１及び４２により駆動回
路５１に接続され、又はスイッチ回路４１及び４２により検出回路５３に接続される。例
えば、パターン１２ａ及びパターン２２ａが駆動回路５１に接続され、パターン１２ａに
隣接するパターン１２ｄ及びパターン２２ａに隣接するパターン２２ｄが検出回路５３に
接続される。
【００２８】
　入力位置の検出が行われる場合には、まず、パターン１２ａ及びパターン２２ａが、ス
イッチ回路４１及び４２により駆動回路５１に接続され、同じパルス信号が印加される。
このとき、パターン１２ａ及びパターン２２ａにそれぞれ隣接するパターン１２ｄ及びパ
ターン２２ｄがスイッチ回路４１、４２により検出回路５３に接続される。そして、パタ
ーン１２ｄ及びパターン２２ｄを用いた信号検出のための処理が終わると、パターン１２
ａおよびパターン２２ａが駆動回路５１から切り離されるとともに、それぞれパターン１
２ａ、パターン２２ａの隣のパターン１２ｂ及びパターン２２ｂがスイッチ回路４１及び
４２により駆動回路５１に接続され、同じパルス信号が印加される。また、パターン１２
ｄおよびパターン２２ｄが検出回路５３から切り離されるとともに、パターン１２ｅ及び
パターン２２ｅが検出回路５３に接続され、パターン１２ｅ及びパターン２２ｅから信号
検出処理が行われる。
【００２９】
　このように、パルス信号を印加するパターン及び信号を検出するパターンを順次１つず
つずらして変更する。パルス信号を印加するパターン及び信号を検出するパターンを変更
するタイミングは同一である。
【００３０】
　尚、図示１段目のパターン１２ｃ及びパターン２２ｃへのパルス信号の印加並びに図示
２段目のパターン１２ｆ及びパターン２２ｆからの信号検出処理が終わると、パルス信号
を印加するパターン及び信号を検出するパターンがそれぞれ１段ずらされ、図示２段目の
パターン１２ｄ及びパターン２２ｄへのパルス信号の印加並びに図示３段目のパターン１
２ｇ及びパターン２２ｇからの信号検出処理が開始される。
【００３１】
　制御回路４４は、ユーザの指がパターン１２及び２２に接近していない場合に検出回路
５３で検出される信号レベルの情報を予め不図示のメモリに備えており、メモリに格納さ
れた信号レベルの情報と、実際に検出回路５３で検出される信号レベルを比較することで
入力位置を検出することができる。
【００３２】
　また、互いに対向する第１基板と第２基板とのパターン（例えばパターン１２ａ及び２
２ａ）に同じパルス信号が印加されているので、仮に、ユーザの押下によってパターン１
２ａがパターン２２ａに接触しても、隣接するパターン１２ｄ及び隣接するパターン２２
ｄから検出される信号に影響は生じない。これは、上下パターンが同電位なのでパターン
同士が接触しても電位の変動が生じず、隣接パターンでの検出に影響が生じないからであ
る。
【００３３】
　図５（Ａ），（Ｂ）は、タッチパネルを休止状態に移行する際の制御回路の処理を説明
する図である。
【００３４】
　タッチパネル１の操作が一定時間行われない場合、制御回路４４は、第１基板１０のパ
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ターン１２ａ－１２ｌを全て電源４３に接続するようにスイッチ回路４１を切り替えて、
第２基板２０のパターン２２ａ－２２ｌを割込回路５２に接続するようにスイッチ回路４
２を切り替える。このとき、タッチパネル１は抵抗膜式タッチパネルと同じ原理で動作可
能であり、制御回路４４は、自らの電力消費を抑えるため休止状態に遷移する。
【００３５】
　図５（Ａ），（Ｂ）において、符号「＋」はパターン１２ａ－１２ｌが電源４３に接続
されていることを示す。また、「割込入力」はパターン２２ａ－２２ｌが割込回路５２に
接続されていることを示す。パターン２２ａ－２２ｌは抵抗４５を介してグランド（０Ｖ
）に接続されている。このとき、制御回路４４は、パルス信号を印加するパターン及び信
号を検出するパターンをスキャンする必要がないので、電力をほとんど消費しない。
【００３６】
　この状態で、第１基板１０が押下されると、パターン１２ａ－１２ｌの少なくとも１つ
が向かい合うパターン２２ａ－２２ｌと接触し、パターン１２ａ－１２ｌに印加されてい
る電源４３の電圧が割り込み信号として割込回路５２に入力される。制御回路４４は、割
込信号が入力されると、休止状態から入力位置を検出する位置検出状態に復帰する。この
とき、制御回路４４は、パターン１２ａ及び２２ａを駆動回路５１に接続するようにスイ
ッチ回路４１及び４２を切り替え、それぞれパターン１２ａ及びパターン２２ａに隣接す
るパターン１２ｄ及び２２ｄを検出回路５３に接続するようにスイッチ回路４１及び４２
を切り替える。
【００３７】
　図６は、制御回路の処理を示すフローチャートである。
【００３８】
　まず、制御回路４４は、休止状態であるとする（ステップＳ１）。パターン１２ａ－１
２ｌは全て電源４３に接続され、パターン２２ａ－２２ｌは割込回路５２に接続されてい
る。制御回路４４は、割込信号が割込回路５２に入力されたか否かを判別する（ステップ
Ｓ２）。割込信号が割込回路５２に入力されていない場合には（ステップＳ２でＮＯ）、
手順はステップＳ１に戻る。
【００３９】
　割込信号が割込回路５２に入力された場合には（ステップＳ２でＹＥＳ）、制御回路４
４は、休止状態から位置検出状態に復帰し（ステップＳ３）、パルス信号を印加するパタ
ーンに駆動回路５１を接続し、且つ信号を検出するパターンに検出回路５３を接続するよ
うに、スイッチ回路４１及び４２を切り替える（ステップＳ４）。尚、ステップＳ４では
、制御回路４４は、パルス信号を印加するパターン及び信号を検出するパターンを順次１
つずつずらして変更する処理も行われる。パルス信号を印加するパターンと信号を検出す
るパターンとの変更は、例えば一定時間ごとに行われる。制御回路４４は、検出回路５３
で検出される信号に基づいて入力位置を検出する（ステップＳ５）。
【００４０】
　制御回路４４は、タッチパネル１が一定時間操作されていないか、即ち、検出回路５３
が一定時間信号を検出していないか否かを判別する（ステップＳ６）。タッチパネル１が
操作されている場合には（ステップＳ６でＮＯ）、手順はステップＳ４に戻る。一方、タ
ッチパネル１が一定時間操作されていない場合には（ステップＳ６でＹＥＳ）、制御回路
４４は、第１基板１０のパターン１２ａ－１２ｌを全て電源４３に接続し且つ第２基板２
０のパターン２２ａ－２２ｌを割込回路５２に接続するようにスイッチ回路４１及び４２
を切り替える（ステップＳ７）。その後、制御回路４４は、位置検出状態から休止状態に
遷移し（ステップＳ８）、手順はステップＳ１に戻る。
【００４１】
　このように、本実施の形態では、タッチパネル装置４０は、割込信号が入力されるまで
、制御回路４４を休止状態にして、抵抗膜方式のタッチパネルとして機能する。これによ
り、第１導電膜及び第２導電膜の接触があるまで、制御回路４４の位置検出動作が行われ
ず、パターンのスキャンが不要となるため消費電力を抑えることができる。割込信号が入
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力されると、タッチパネル装置４０は、パルス信号を印加するパターン及び信号を検出す
るパターンを順次切り替えながら入力位置を検出する、静電容量方式のタッチパネルとし
て機能する。また、本実施の形態では、タッチパネル１の押下を検出するために、特別な
部材（例えば圧力センサ）をタッチパネル１に組み込む必要はないので、タッチパネルの
薄型化を図ることができる。
【００４２】
　尚、本実施の形態では、入力位置を検出する際に、制御回路４４はタッチパネル装置４
０が静電容量方式のタッチパネルとして機能するようにスイッチ回路４１及び４２の接続
先を切り替えている。しかしながら、制御回路４４は、水平面（Ｘ－Ｙ平面）方向におい
て同一位置に対向配置されるパターン１２あるいはパターン２２の一方を駆動回路５１に
接続し、他方のパターンを検出回路５３に接続するように、スイッチ回路４１及び４２の
接続先を切り替えてもよい。ここでは、駆動回路５１に接続されたパターンのみに電圧が
印加される。この状態では、対向するパターン同士が抵抗膜方式のタッチパネルとして機
能し、パターン同士が接触した際に抵抗膜方式による接触検出が可能である。そして、タ
ッチパネル装置４０は、駆動回路５１に接続するパターン及びこれに対向する検出回路５
３に接続されるパターンを順次切り替えてもよい。
【００４３】
　また、本実施の形態では、分離されたパターン１２及び２２の各々の形状は正方形であ
るが、長方形又はひし形でもよい。図７（Ａ）に示すように、分離されたパターン１２及
び２２の各々の形状は円形でもよい。また、図７（Ｂ）に示すように、分離されたパター
ン１２及び２２の各々の形状は樹状形状でもよい。
【００４４】
　図８は、本実施の形態に係るタッチパネル装置の変形例の構成図である。
【００４５】
　図８のタッチパネル装置４０Ａは、タッチパネル１Ａ、スイッチ回路４１、スイッチ回
路４２、電源４３、及び制御回路４４Ａを備えている。尚、図３のタッチパネル装置４０
と同様の構成については、その説明を省略する。
【００４６】
　タッチパネル１Ａは、いわゆるプロジェクテッドキャパシティブ方式のタッチパネルで
あり、可撓性を有する第１基板１０と、第２基板２０とを備えている。第１基板１０の下
面には、第１導電膜１１が設けられており、第２基板２０の上面には、第２導電膜２１が
設けられている。第１導電膜１１及び第２導電膜２１はそれぞれパターン１２ｍ－１２ｐ
及び２２ｍ－２２ｏに電気的に分離されている。パターン１２ｍ－１２ｐはＹ方向に伸び
る短冊形状であり、パターン２２ｍ－２２ｏはＸ方向に伸びる短冊形状である。つまり、
第１基板１０が第２基板２０と対向するときに、パターン１２ｍ－１２ｐの長手方向はパ
ターン２２ｍ－２２ｏの長手方向に対して垂直に配置される。
【００４７】
　尚、第１基板１０及び第２基板２０が対向したときに、Ｘ方向に隣接するパターン２２
の間の抵抗膜が形成されていない領域３３とＹ方向に隣接するパターン２２の間の抵抗膜
が形成されていない領域３４とが重なる第２基板２０上の位置にスペーサ（不図示）が形
成されている。
【００４８】
　制御回路４４Ａは、駆動回路５１、割込回路５２及び検出回路５３に加えて、駆動回路
５４、割込回路５５及び検出回路５６を備えている。
【００４９】
　タッチパネル装置４０Ａでも、ユーザが入力操作をしない場合は、制御回路４４Ａが電
力を消費しない休止状態になる。また、パターン１２ｍ－１２ｐ及び２２ｍ－２２ｏの重
なる部分が接触を検出するスイッチを構成する。制御回路４４Ａがパターン同士の接触に
よる割り込みを検出することで位置検出状態に復帰し、プロジェクテッドキャパシティブ
方式の位置検出を実行する。
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【００５０】
　入力位置の検出では、制御回路４４Ａは、パターン１２ｐを駆動回路５１に接続するよ
うにスイッチ回路４１を制御し、パターン１２ｐに隣接するパターン１２ｏを検出回路５
３に接続するようにスイッチ回路４１を制御する。パターン１２ｏの信号検出処理が終了
すると、制御回路４４Ａは、パターン１２ｏを駆動回路５１に接続するようにスイッチ回
路４１を制御し、パターン１２ｏに隣接するパターン１２ｎを検出回路５３に接続するよ
うにスイッチ回路４１を制御する。このように、制御回路４４Ａは、パルス信号を印加す
るパターン及び信号を検出するパターンを順次１つずつＸ方向にずらして、Ｘ方向の入力
位置を検出する。
【００５１】
　同様に、制御回路４４Ａは、パターン２２ｏを駆動回路５４に接続するようにスイッチ
回路４２を制御し、パターン２２ｏに隣接するパターン２２ｎを検出回路５６に接続する
ようにスイッチ回路４２を制御する。パターン２２ｏの信号検出処理が終了すると、制御
回路４４Ａは、パターン２２ｎを駆動回路５４に接続するようにスイッチ回路４２を制御
し、パターン２２ｎに隣接するパターン２２ｍを検出回路５６に接続するようにスイッチ
回路４２を制御する。このように、制御回路４４Ａは、パルス信号を印加するパターン及
び信号を検出するパターンを順次１つずつＹ方向にずらして、Ｙ方向の入力位置を検出す
る。
【００５２】
　このようにパターンを順次ずらすことで、第１基板１０に形成されたパターンと第２基
板２０に形成されたパターンとが重なり合う各領域を用いた信号検出処理を行うことがで
きる。
【００５３】
　図８のタッチパネル装置４０Ａは、割込信号が入力されるまで制御回路４４Ａを休止状
態にして、抵抗膜方式のタッチパネルとして機能する。これにより、第１導電膜及び第２
導電膜のパターン同士の接触があるまで、制御回路４４Ａによる静電容量方式の位置検出
動作が行われずに、消費電力を抑えることができる。パターン同士が接触して割込信号が
入力されると、タッチパネル装置４０Ａは、パルス信号を印加するパターン及び信号を検
出するパターンを順次切り替えながら入力位置を検出する静電容量方式のタッチパネルと
して機能する。また、タッチパネル１Ａの押下を検出するために例えば圧力センサなどを
タッチパネル１Ａに組み込む必要はないので、タッチパネルの薄型化を図ることができる
。
【００５４】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、タッチパネル装置４０は、互いに電気的
に分離した複数のパターン１２（１２ａ－１２ｌ）を有する第１基板１０と、複数のパタ
ーン１２と対向配置される、互いに電気的に分離した複数のパターン２２（２２ａ－２２
ｌ）を有する第２基板２０と、複数のパターン１２の１つが対向する前記複数のパターン
２２の１つと接触するまで休止状態になり、複数のパターン１２の１つが対向する複数の
パターン２２の１つと接触した場合に、入力位置の検出を開始する制御回路４４とを備え
る。よって、消費電力を抑えることができる。また、複数の第１パターン１２を有する第
１基板１０及び複数の第２パターン２２を有する第２基板２０が抵抗膜方式のタッチパネ
ルを構成するので、例えば圧力センサをタッチパネルに組み込む必要がなく、タッチパネ
ルの薄型化を図ることができる。
【００５５】
　また、本実施の形態によれば、タッチパネル装置４０Ａは、互いに電気的に分離した複
数のパターン１２（１２ｍ－１２ｐ）を有する第１基板１０と、複数のパターン１２に対
して垂直に配置される、互いに電気的に分離した複数のパターン２２（２２ｍ－２２ｏ）
を有する第２基板２０と、複数のパターン１２の１つが対向する複数のパターン２２の１
つと接触するまで休止状態になり、複数のパターン１２の１つが対向する複数のパターン
２２の１つと接触した場合に、入力位置の検出を開始する制御回路４４Ａとを備える。よ
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って、消費電力を抑えることができる。また、複数の第１パターン１２を有する第１基板
１０及び複数の第２パターン２２を有する第２基板２０が抵抗膜方式のタッチパネルを構
成するので、圧力センサなどをタッチパネルに組み込む必要がなく、タッチパネルの薄型
化を図ることができる。
【００５６】
　尚、本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない
範囲内で種々変形して実施することが可能である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　タッチパネル
　１０　第１基板
　１１　第１導電膜
　１２，２２　パターン
　２０　第２基板
　２１　第２導電膜
　３１　スペーサ
　４０　タッチパネル装置
　４１，４２　スイッチ回路
　４３　電源
　４４　制御回路
　５１　駆動回路
　５２　割込回路
　５３　検出回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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